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5月 
誕生日 

会  長  石田由美子 

副会長   武田寿子 

書  記    福田宏子 

会  計    小林康男、郡家学 

会計監査  加藤光信、若林成幸 

担当主事 橋本唯 

メネット連絡 小林貴美子 

直前会長  小林康男  

長尾 亘（７）  鯖尻佳子（２３） 

小林康男（２４） 

 

 例会出席者数   20 名（ズーム 0 名）  

在籍会員数     １８名 

出席会員数     １２名（ズーム０名） 

出 席 率      66.6％  

メイクアップ(内数)    0 名 

メネット・コメット・孫メット 2 名（ズーム０名） 

ゲスト・ビジター  4 名（ズーム０名） 

例会充足率   111 ％ 

アソシエイト会員 2 名（ズーム０名） 
  

にこにこＢＯＸ     0 円 累  計 42,900 円  

ファンド（たかラムネ）   -1,600 円  

                  累  計 41,465 円 

 （真菰茶）  1,525 円 累  計 25,900 円    

 (豚肉)         0 円 累  計 5,000 円 

 ファンド合計         115,265 円 

                          主 題 ・ 標 語 

国際会長(I P)     Urlik Lauridaen (Denmark) 

    主 題       “Let Your Light Shine”   「輝かそう、あなたの光」 

      スローガン   “Good Communication Is the Cornerstone in Every Cooperation” 

        「良いコミュニケーションは、全ての協力関係の基礎である」 

アジア太平洋地域会長(AP)  Keiko Tonegawa  （Japan） 

 主 題     “Be the Iight for change  「変革のための光となろう」 

      スローガン   “Shine and empower through fellowship  「親睦を通じて輝き、力を得よう」 

西日本区理事(RD)  深谷 聡 （名古屋クラブ） 

      主 題      「未来に灯そう（ともそう）きぼうの光」 

      副 題     「互いに認め合う 世界の友」 

六甲部長        井出 浩 （神戸クラブ） 

     主 題    「YMCAとのさらなる協働を目指して」 

宝塚クラブ会長    石田由美子 

主 題      「楽しくなければワイズじゃない！」  No enjoyment ,no Y’s  Iife 

 
 
 

２０２４年５月例会（ハイブリッド） 
日  時 ： ２０２４年５月８日（水)１８：３０ 
場  所 ：    宝塚西公民館 
会  費        １５００円 
ドライバー      郡家 学 福家清美 
開会点鐘      石田由美子会長 
ワイズソング       全   員 
聖書・今日の聖句   多胡葉子 
ゲスト・ビジター紹介  会  長 

   会  食 
   スピーチ 
     代 表 十場比路子さん 
     「森の学校つくもの始まり、現在、未来の展望」 

各委員会報告 
ＹＭＣＡ報告 
ニコニコファンド 

   誕生日のお祝い       会  長 
   ニコニコファンド 

閉会点鐘  石田由美子会長 
 
 
 

今月のテーマ ：LTOD YIA 
 リーダーシップを学んでください！クラブ・部・区等あら

ゆるきかいに学びの場があります。全てを有意義に捉え、ス

キルアップしてリーダーシップを身につけてください。 

 ワイズリーダーシップ開発委員長  
中村隆司（京都ウェル） 

ユースの活動に応援と支援を！ 

Ｙサ・ユース事業主任 吉田由美 （大阪なかのしま） 
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聖   句 

 

       「恵み深い主に感謝せよ。慈しみはとこしえに」 

                        旧約聖書・詩編 136編 1節 

 

随     想 

        

      詩編 136 編は、大昔、エルサレム神殿において、聖歌隊(司式)と会衆が交互に賛美し 

あうようにして歌われたものです。 

     詩篇全体をざっと見ると、天地を創造された主に感謝し(4-9 節)、奴隷の地エジプトから 

導き出してくださった主に感謝し(10-12 節)、葦の海を左右に分け、水底を歩いて対岸へと 

渡らせてくださった主に感謝し(13-15 節)、モーセからヨシュアに引き継がれて約束の地を 

目指していく中で妨げたものを取り除いてくださった主に感謝し(16-20 節)、 

そして、とうとう約束の地を与えてくださった主に感謝する(21-22 節)というあらすじ 

です。 

       非常に具体的です。礼拝の司式者であった聖歌隊が、一つ一つの具体的な出来事を思い 

出して主に感謝したあと、会衆は「慈しみはとこしえに」と応答しました。 

     ２０２１年４月、私の尊敬する小崎登明修道士が長崎の地で亡くなりました。彼は長崎で 

被爆し、現実から「逃げた」数々の経験から自分の醜い正体を見つめ続けました。 

聖母の騎士修道院の修道士となり、現実から逃げずに殉教したあの 26 聖人の一人の少年 

「トマス小崎」の名をもらって「小崎登明」と名乗り、修道院の設立者コルベ神父のことを 

調べ、26 聖人のこと、トマス小崎のこと、長崎の原爆のこと、コルベ神父のことを語り続け 

る「語り部」としての生涯を送りました。 

       詩編 136 編を開くと彼の声が聞こえるのです。「浦上よ、私が死んだことで、なにしょぼく 

れているんだ。地球が壊れたかのような顔をするな。神に感謝しなさい」と。 

そして、彼が歌い始めます。「小崎登明をここまで生かしてくれた神に感謝せよ」。 

その次は私が答える番です。「慈しみはとこしえに」。「小崎登明に『逃げない人生』を 

与えてくださった神に感謝せよ」。「慈しみはとこしえに」。「小崎登明と浦上結慈とを出会わ 

せてくれた神に感謝せよ」。「慈しみはとこしえに」…。 

       この詩編 136 編には、続きがあります。その続きは私たちが作るものです。私たちが 

自分の人生をかけて、「慈しみはとこしえに」と答え続けていくのです。今、そう答える 

番が来ています。 

       日々、私たちが経験する一つ一つのことを具体的に数え上げて神に感謝し、 

神の慈しみに答える歩みを共にしていきたいと願っています。 

                                                 浦上結慈 
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4 月１０日（水）18 時 30 分より宝塚西公民館で 4 月例会が、多胡ワイズの司会、石田会長の開会点鐘で開

始された。 

「社会福祉法人 希望の家」理事長 蓬莱元次氏より「希望の家の事業と私の関係」と題して大変興味深い

お話を伺った。蓬莱氏は昭和 45 年より宝塚市職員として勤務しなが

ら、「希望の家」のボランティアとして支援をしておられました。 

「希望の家」は創設者萬代房子氏が、障害者が安心して暮らせる

施設をと昭和 36 年に宝塚市青年団や地域の方々の労働奉仕により

8 畳２間のバラックの家を建てたのが始まりで、必要に応じて、身体

障害者授産施設「希望の家西谷」、「希望の家西谷印刷部」（後の希

望の家ワークセンター）、重度障害者のデイサービス事業「希望学

級」、重度障害者授産施設「希望の家サンホーム」開設等事業を拡

大されてきました。 

蓬莱氏はその頃より宝塚市の職員としての仕事よりボランティア活動の仕事の

方が忙しくなり平成 3 年３月宝塚市を退職され、名実ともに「希望の家」の職員

として活躍されるようになりました。 

その後も求めに応じて、西谷地区の老人デイサービスや、重度身体障害者

授産施設「希望の家サンホーム」開設、施設内に歯科診療所やクリニック開設、

また障害者相談支援事業所、「ひょう

ご発達障害者支援センター クローバー宝塚ブランチ」開設等「希

望の家」理事長として事業を拡大して来られました。 

「希望の家」は法律や制度の変更にともない、現在は事業の内容も

より充実したものとなり、利用者の満足・職員の満足を目指し

「ISO9001：2000 介護・指導サービス」の認証取得や「音楽療法士

の採用」等新しい方策を積極的に取り入れ、益々発展を続けてい

ます。 

今後は創設の精神を次世代に引き継げるよう人材の育成に取り

組んでおられます。 

各委員会報告のあと、石田会長の閉会点鐘をもって例会は終了しました。 

 

小林康男 

 

 

4 月第一例会報告 
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日   時 ： 2024 年 4 月 17 日（水）18:30~20:30 

会   場 ： 宝塚西公民館 

出 席 者 ： 青柳、小林、郡家、多胡、長尾、若林、石田、武田（ラムネ）、福田ｈ 

 

１． 例会 ゲストスピーカー  

5 月 「森の学校つくも」代表：十場（じゅうば）比路子さん他 2 人 

        6 月 2023 年度総括 ＆ 神戸 YMCA 松田氏「能登半島被害地でのボランティア」報告 

２．西日本区大会登録  WEB にくわえて従来のやり方も可能 4/20 締め切り 

  現在宝塚クラブより、石田、若林、青柳、多胡、福田ｈ 参加予定 DBC 交流会は未定 

３．4/27(土) 14:00          神戸ポートクラブチャリテイコンサート  聖愛教会 ￥2,000 

４．5/12(日) 10:00   たからの市出店：（ラムネ、真菰茶、その他）福家, 小林 

５．余島リーダー支援の本販売協力：クラブとして 1 冊￥5,000 の協力要請・・武田さんより 

  他に 1 冊協力（多胡、福田 h） 

６．神戸ポートクラブより、淡路島新玉ネギファンド協力：5Kg、￥1,500 仕入れ、￥1,800 で販売予 

  定宝塚クラブは 10 箱注文、5 月 20 日若林宅に保管 

７．３月の NGO 展のアンケート：開催時期、スタンプラーリ、物品販売、各団体の報告等の 

評価を検討 

８．神戸ポートクラブより、「たかラムネ」50 個の寄付依頼：DBC である東京むかでクラブ、石巻広域クラブと

5/01~5/04 能登避難所訪問予定 

９．オオキインケイギク駆除作業：５/２５（土）,６/０８（土）,６/１５（土）9:30~12:00 で 30 分の 

  講義あり、 場所：西山小学校、参加可能かどうか？ 

10．「希望の家」訪問:5/08（水）希望者は逆瀬川集合 

11．大阪土佐堀クラブ：西野次期会長より、今年のクリスマス会の合同開催要請 

         会場：香櫨園：カプチーナ ケインカント 

12．ブリテン                                                        

書記 福田宏子 

 

 

 

 

 

        4 月第二例会報告 
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十場比路子（じゅうばひろこ） 

 大学時代は全共闘運動のまっただ中、バリケードの中に入ってデモに明け暮れてました。結婚してからも２

人で日本中を、ウロウロ、子ども達も加わって世界中を、ウロウロ、見かねた親が現在地を買ってくれて住み

始めたのが 40 年前、農業をしながら子育て、今は、孫育て、をしています。 

 

奥田朱美（おくだあけみ） 

 森の学校事務局、広報担当 

 保育士 

 

今井佳代子（いまいかよこ） 

 森の学校内の開拓と雑用をしながら自然に癒されています 

 さんだワイズ元メンバー、ピアノ技研調律師 

      

                

 

 

 

 

 

 

 ４月２２日(月),18:30 から神戸 YMCA で第 4 回実行委員会を開催しました。 

今回辺りからいよいよ各委員会が具体的な動きを始めだしました。 

会場委員会は仮抑えのホテル会議室の整理、それに伴い会計は大会予算の作成等に取り掛かりました。 

これからの数ヶ月は広報委員会が一番忙しいかも分かりません。 

6 月 8 日、名古屋での西日本区大会でアピールキャラバン隊がデビューします。 

それには無くてはならない大会横断幕、キャラバン隊の衣装（？）、小道具、チラシ等のデザインを今月中に

決め直ちに制作に取り掛からなくては間に合いません。京都部、中西部の協力をもとに神戸西クラブと西宮ク

ラブが担当します。 

今回のシンボルカラーはブルーです。爽やかな瀬戸内海のブルー、UNIYA Blue です！神戸らしくオシャ

レで、若い理事らしくフレッシュなイメージに決まりました。 

どうぞお楽しみに・・・ 

 

                                          実行委員会 石田 由美子 

 

第２８回西日本区大会実行委員会報告 

会活動・報告 

スピーカー・ゲストプロフィール 

会長挨拶 
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六甲部メネットの集い 

汗ばむほどの陽気の 4 月 12 日（金）六甲部メネットの集いに参加しました。「ＹＭＣＡとＹＷＣＡに属して思

うこと」と題して、神戸西クラブ特別メネット会員の宮田泰子さんがお話しされました。宝塚クラブからは委員長

の青柳ワイズ、多胡ワイズ、福田宏子ワイズ、若林メネット、喜多アソシエイト、そして私、小林メネットの 6 人が

出席しました。 

宮田さんはおじいさまのルーツやご自分のＹＭＣＡ、ＹＷＣＡとの関わりを話されました。 

また、ワイズメンズクラブに入会の時、「５つの誓い」というのがあり、皆さん覚えていますか？と問いかけられま

した。私はもちろんのこと、誰も答えられず、家に帰ってロースターを見ましたが、わからずじまいです。 

その後近くのフロインドリーブに会場を移し、おいしいケーキとお茶を頂きながら、同席した神戸ポートクラブの

ワイズや神戸クラブのメネットさんたちとお話しして楽しい交流の時を持ちました。 

小林貴美メネット 

 

 

 

  

 

アソシエイト会員   片西順子 

【ポップンリンガーズ第 1 回バリアフリーコンサートに出演】 

オープニングの和太鼓に感動！もちろん後に続く方々

の演奏にも拍手〜！ 

好きなことに熱中している皆さんのお顔は輝いて堂々

とされています。 

私が初めてポップンキッズ(当時)の演奏に出会ったの

は 2008 年のクリスマスの頃です。以降、恒例のクリス

マスキャロルの夕べ・様々なイベント会場での演奏を時間の許す限り拝聴しています。メンバーの成長ととも

にグループ名が変わりました。変わらぬ日々の練習の積み重ねが今日の姿に繋がったのでしょう。同時に

続けることの大切さも伝わってきました。今後も一層のご活躍をお祈り申し上げます。 

 

ポップンとの出会い 

2008/12/6  SON・兵庫・宝塚プログラムサンキューパーティ(宝塚福祉センター)、 

 

 

 

 

 

 

 

 メンバーの近況 
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【YMCA ニュース】 

 

神戸ＹＭＣＡ大会（総会）を開催いたします。 
神戸ＹＭＣＡ大会は、神戸ＹＭＣＡに関わる人たちが一堂に会する日として、世代を超え、神戸

ＹＭＣＡの歩みを確かめ、将来に向け語り合い、楽しく、喜びがあふれる一日とすることを願い、
開催しています。 
今年度も実行委員会の皆さまとともに準備を進めています。なお、今年度は、会場での開催を予

定しています。多くの方々のご参加を心よりお待ちしております。 
１、日  時 
   2024 年６月 22 日（土） 
     10:00～12:10 第一部 総会 
   13:00～15:00 第二部 YMCA EXPO 

２、会  場 
   神戸ＹＭＣＡ三宮会館 

                                               連絡主事  橋本 唯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
編集後記 

 



 宝塚ワイズ 2024 年５月号  

 

 

 

 

8 

 
 

 

 

 

 

特に有りません 

 

ブリテン担当  長尾  亘 

 

 


